














診 し診断を受けた患者の うち,研 究の目的および
趣旨に同意が得 られた1級 不正咬合者8名,お よ
び Ⅱ級1類 不正咬合者10名を被験者 とした。被
験者の選択においては,歯 列弓形態が左右対称で








【方 法】 Ⅱ級群 はTB装置装着,非 装着で,1級



















の比較 において も同様の結果(p<0.05>が得 ら
れた。
【結　論】 Ⅱ級患者の下顎前進治療 により,咀嚼
運動時における筋活動の改善がみられたことか ら,
TB装置の咀嚼運動時に使用す ることの有効性が
示唆された。
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